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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
  2011 年 8 月 15 日 国立国語研究所 

 
 

喜界島方言の の  
下地 代  

 
１  
 

喜界島方言の 形 は 代日本語共 語と同 く 語幹 に が する

の手 きをとって れる。本 では 年 月 日から 日の合同調査で られた

「 法」担 の各 の調査 果 をもとに 喜界島各地の の概要を していく。 法

が調査を行った地域は 小 ・ ・上 ・中 ・ の つである。以下 そ

れぞれの地域の 形 とその基本的な 法を し 全 の を る。なお 各 の

数 は本報告書「データ集」の「 法データ」に している。また方言の表記およ

語 も りのない り「データ集」に同 である。 
 

２ 方 の  

 
２ １  
  
 小 方言には以下の の 形 と２つの 的な形 が とめられる。 
 
２．１．１ a  

述語のさししめす 化 状態の をあらわす。 だけでなく にも

れることができる（ ）。 
 a i u u  uiŋa  u a i o a u ui 「 っ なとりが を でいる。」 
 in u a u u a ha iŋa u a a a 「きのうは 日より が かった。」 
 ɸu u i u uŋa u a o nu i e n i na a i o 「 年いとこが中学の にな

った。」 
 a  a an ie  ino i iŋa u i o 「あの にはいのししがいるそうだ。」 
 i a a aŋa u i anu ui o a nu a no u o  「 者がくれたくすりをのめ な

おるだ う。」 
 n i o uŋa u u a a na i  ai i u a o 「 が かったので でもっ

た。」 
 

また やそれに える における 点 の 法 いわ る 総記 も

とめられる。 
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 u iŋa a nu  ha a o 「どれがおまえの だ。」 
 ɸunu ha aŋa a  u a 「その がおれのだ。」 
 aŋa h ɸ a e ai i i 「おまえが 行け。」 
 i  ha e ae  aŋa i ui 「う はおれが行く。」 

 
や の をあらわす。 

 a o a a iŋa u i 「 はお が きだ。」 
 ano  o nu a i iŋa a u a a 「おれは のさし が たい。」 
 i u o  ei onu ho ŋa u i i u o 「いとこは 語の本が める。」  

 
２．１．２ nu  

あとに く を する 語となり その 性や するものをあらわす。

なお nu をとる は 一 の 代 を き（ ） されていない。 
 i u u  u u a a pi a n i ɸu i ai 「いとこの がや の上にほしてある。」 
 a a ɸu  i u  na o a i u a 「おまえはこの の まえを っているか。」 
 i i i a o  i e n i o a o 「 で学 の に会った。」 
 u e  u e u in e  a a a i u u a  o 「お いのときには あさ ま

でおどった。」 
 

また nu は「 nu 」で いられるのが基本であり 代日本共 語に られる

形 的な「の」（e 「それは のだ。」）に する 法 「 nu 」 は され

にくいようである 。以下の では（ ）に の 語 を記す。 
 ɸunu a a  a o  u na 「この は のか。」 その は のものか。  
 hu e  u u  u a u i i a 「それはおとうとのかもしれない。」（それはおと

うとのものかもしれない。） 
 hunu i uno u  u  a  in u  uno  hu i a o 「その はき うの

だ。 日のはこれだ。」（その は 日のものだ。 日のものはそれだ。） 
 

語となる。 の小 方言の a と nu は 分化（ と ）の

にあるようであり 者によっては 形 の に れが とめられる など 。 
 i iŋa i u ai a  i i  u i a a 「 が いなあ。」 
 i i  u a nu a  「 が いなあ。」 
 o ina n e  i a anu a i  ai 「沖縄にはめずらしい がある。」 
 a  a ŋa  ɸu i a 「あ が ってきた。」 
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語にも nu は れているが ここでも a との れが られる 。 
 anu  u i anu i u  i u anu i a  a u a a 「あの目のおおきい の

い はだれだ う。」 
 a  ɸu u e  a a a a i e e i a ai i u o 「 の る日には あさ

は でテ かり ている。」 
  a ŋa hu u  pe  a a a a i e e i e  i ui 「 の る日には あさ は

でテ かり ている。」 
 
２．１．   

述語のさししめす の 的な をあらわす。なお同様の 法は の o a
にも とめられ 小 方言ではその形 で れている場合が多く れも られる。 

 ano  in u a i u  o a i 「おれはきのうは をよまなかった。」 
 a i a a a a a u i ai i u u n a i i 「 いさ は から をとりにいっ

た。」 
 nu  ho o a 「なにを おうか。」 
 a a ɸu ɸunu  iunu na ai i u  n a 「おまえはこの の まえを っている

か。」 
 a i a a a a a u i ai iu iu o a  u n a i i i a  o 「 いさ は

から をとりにいった。」 
 

のかかわる場所をあらわす（場所 ）。この 法も o a を いるほうが普

のようであり の は少ない。 
 u o  a i a ɸu anu i i i i o i io a i i a o i 「 ならこっ の を

行きなさい。」 
 

代 のう １ 代 ２ 代 （ 数）は 語となるのに

nu ではなく 形 をとる 。また 語となる nu の場合と同 く で

も形 的な「の」に する 法は とめられていない（    は
の 語 ）。 

 a  e a a n i ai 「おれの はどこにある。」  
 ɸunu ha a a a  u a 「その がおれのだ。」 その がおれのものだ。  
 a na  a nu a i a e u a a u u nu a o 「う の いさ は もた こも

のまない。」 
 u i a a  ha a o 「どれがおまえの だ。」 
 ɸunu ɸu u i e  a  u na 「その しきはおまえのか。」 その しきはおまえ
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のものか。  
 

者によっては ではなく nu が いられることもあるようである。 
  a nu ɸe a a n i a a 「おれの はどこにある。」 

 u i a a nu  ha a o 「どれがおまえの だ。」 
 

また 時 の 形 が 語となっている が れた。 
 ɸu  i uno  u nu  u a  in u  uno  ɸu i a  「その はき うのだ。

日のはこれだ。」（その は 日 の ものだ。 日のものはそれだ。） 
 
２．１．  o a  

述語のさししめす の 的な をあらわす。 に述 たように小 方言では

よりも o a のほうが多く いられる。 
 a o a a u a ha e  a u 「 はま うを だけ る。」 
 a u onu u i u a a a hana on i u ho i u i o u i a a a 「 のと

おな  たを にもかってや う。」 
 i o  u  ni u u a ha i a a i i i u i i 「次 この を までかつい

で行ってくれ。」 
 a a ɸu  i unu na a i u a 「おまえはこの の まえを っているか。」 

 
のかかわる場所をあらわす（場所 ）。 の と同 く この形 を

いるのが普 である 
  a i u u  ui a i o a u ui 「 っ な が を でいる。」 
 i inu a na a a e  i a  o 「 のま なかをあるいてはいけない。」 
 i o o a a a i a hu a  i i a i  o「 ならこっ の を行きなさい。」 

 
２．１．  n i  

のあいてや基 など 的な をあらわす。 
 i i i a o nu i e  o a o  「 で学 の に会った。」 
 ɸunu u ë a  u i ë  i a i i a a  o 「その は にだけ かせた。」 
 ɸu a  u i  i a a na i i u a u a a o 「ここは に かいので がうま

い。」 
 hana o  u a a o a  u  n i ui a 「 は がかあさ によく ている。」 

 
 うけ や で の も n i であらわされる。 
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 i o a a i  u i a a i 「次 は いさ にしかられた。」 
 u i  i o a u u a i 「 に を らせる。」 

 
や状態のかかわるとこ や状態がなりたつときをあらわす。 

 i u unu u u a a pi a  ɸu i ai 「いとこの がや の上にほしてある。」 
 a o a ɸu u a a o o  u 「 が 年から東京にいる。」 
 pa unu na  a u a i u u a i u u ui u ui 「 の中にま うが

いくつあるとおもうか。」 
 i o e  ɸi i  i ai i a ne o 「 行機は一日に一 しかない。」 
 ha i a u  u u e u a a a 「八月には ってくるようだ。」 

 
化の 果をあらわす 

 ɸu u i u u a u a o nu i e  na a  o na i 「中学 の になった。」 
 

また小 方言では の目的をあらわすのにも n i が いられる場合があった。

ただし a が 合したと われるおそらくは本来の 目的形（ u n a「 りに」）も多

く れ れのあることから この n i は 代日本語共 語の「 に」からの類 と える。 
 a i a a a a a u ini i u i u o  ui u n a  i i i a o 「 いさ

は から をとりにいった。」 
  o a a a a o o ai u u on i o n a i u i 「かあさ はあした東京

むすこに会いにいく。」 
 
２．１．  i  

手 をあらわす。 
 o ina an i ɸun  i u u a i o i  i a  ho a u a a o 「沖縄には で行く

より 行機で行ったほうがいい。」 
 n i o u a u u a a na i  ai  u a o 「 が かったので でもっ

た。」 
 ɸu  u a ie  ono ai a o ina i n i e e  ho a o 「この上 はこのまえ沖

縄で で った。」 
 

や などの 成要 をあらわす。 
 u o  e  o ɸi o a u u i 「 は でかごをつくった。」 

 
うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所 ）。 
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 o i a i e i  a u i o 「 時まで でまっておれ。」 
 i i  a o nu i e n i o a o 「 で学 の に会った。」 
 ɸu  u a ie  ono ai a o ina  n i e e i ho a o 「この上 はこのまえ沖

縄で で った。」 
 

をあらわす。この 法では a ai a i（ ）の i と a ui（ む）

の中 形（ a i）とのあいだで れが とめられるが 者のほうが いられやすいよう

である。このタ プの は１種しかないため さらなる調査が必要である。 
 hana o  in u a a a ai  n i ui 「 はきのうから で ている。」 
 hana o  in u a a a i a i i  ni u  o 「 はきのうから で ている。」

はきのうから で ている。  
 
２．１．  ai  

の 点をあらわす。 
 a a h ɸ a e a  i i 「おまえが 行け。」 
 a i a a a a a u i a  i u u n a i i 「 いさ は から をとりにいっ

た。」 
 
２．１．  u  

的な のあいてをあらわす。 
 i o a u u nu a u o  i i a o 「次 はおとうとの とけ かした。」 

 
的な がなりたつ 一方の をあらわす。 

 a i  n i u a i a ai  a i a i a a a a  i o a i u a 「 て

るだけなら い や ことおな だ。」 
 a u onu  i u a a o a hana on i u ho i u i o u i a a a 「 のと

おな たを にもかってや う。」 
 
２．１．  a a  

の 発点や や状態の開 時点など コト の 点をあらわす。 
 a o a i u o o a a u u u a 「 はいつ東京から るか。」 
 a o a ɸu u a a o o n i u 「 が 年から東京にいる。」 
 a i a a a a a u i ai i u u n a i i「 いさ は から をとりに いっ

た。」 
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をあらわす。 などを表す i との い分けについては できていないた

め さらなる調査が必要である。 
 e a ɸu a a u u ui u u u 「 は からつくる。」 

 
２．１．１  a i a i  

や状態のおよ をあらわす。 a i と a i の２つの形 が れているが 者

のほうが しい形であ う 。全く異なる形 ではあるが ほぼ同 機 をもつ の形

として１つの 目に めている。なお は 合 の である。 
  i o  u  ni u uo a ha i a a  i i u i i「次 この を までかつい

で行ってくれ。」  
 o i a a  e i i a u i 「 時まで でまっておれ。」 a e a i
a「 時までは」  
 o a a a a o o a  i a ino  a a a a 「 から東京までの はい

くらだ うか。」 
 o a a a a o o a  i a ino  a a a a 「 から東京までの はい

くらだ うか。」 
 
２．１．１１ a in i a in i  

がそのときよりもまえに成立する あるいは成立したことをあらわす。ここでも

a in i と a in i の２つの形 が れている。 形 の いについては に る。 
 o i a  u u a a na a u 「 時までに らなくてはならない。」 
 o i a  u u a a na a 「 時までに らなくてはならない。」 

 
２．２．１２ の （あるいは 的な ） 

ここでは 代日本語共 語の「 より」 の「 と」に する形 を る。 
 
２．１．１２．１ u a 

の基 をあらわす。 
 in u a u a ha i a u a a a 「きのうは 日より が かった。」 
 i u a n i unu ho a a a 「 より のほうが高い」 

 
２．１．１２．２ i 

や えの内 をあらわす。 
 pa unu na n i a u a i u u a  u u ui u ui  「 の中にま うが

いくつあるとおもうか。」 
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２ ２  
 
 方言には以下の の 形 と２つの 的な形 が とめられる。 
 
２．２．１ a  

述語のさししめす 化 状態の をあらわす。このとき a は

にも れることができる（ ）。 
 i u uiŋa i  u i ui a 「 っ なとりが を でいる。」 
 a i  a ŋa ɸu i a ɸu i i 「あ が ってきた。」 
 ɸu uo  i u uŋa u a o nu i e n i na a na a 「 年いとこが中学の に

なった。」 
 a  a an ie  inu i iŋa u i o a 「あの にはいのししがいるそうだ。」 
 i aŋa u i a nu  u ui nu a no u o 「 者がくれたくすりをのめ なおる

だ う。」 
 ni o uŋa u u a a a na i ai i u a u a 「 が かったので

でもった。」 
 

また いわ る 総記 の 法も とめられる。 
 a ŋa pa e ai i i i 「おまえが 行け。」 
  ɸa ai aŋa i u a a na 「う はおれが行く。」 
 i uŋa a  ha a o 「どれがおまえの だ。」 
 u  ha aŋa a  unu u 「その がおれのだ。」 

 
や の をあらわす。 

 a o a a i  a i u i a 「 はお が きだ。」 
 ano  o nu a i i a a u ai 「おれは のさし が たい。」 
 i u o  e onu ho ŋa u i u ui 「いとこは 語の本が める。」  

 
２．２．２ nu  

あとに く を する 語となり その 性や するものをあらわす。

なお nu をとる は１ ２ 代 を き（ ） されていない。 
 i u u  u u a a pi a nu i ni hu i ai 「いとこの がや の上にほしてあ

る。」 
 i o a u u  a u o u i i a i i i 「次 はおとうとの とけ かし

た。」 
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 a a u  i u  na a i u n a 「おまえはこの の まえを っているか。」 
 u  ɸa u  na n i a u a  i u u a i u u u i 「 の中にま うが

いくつあるとおもうか。」 
 i i i a o  i e n i o i o a 「 で学 の に会った。」 

 
また nu は 他の方言と同 く「 nu 」で いられるのが基本であり 代日

本共 語の形 的な「の」に する 法はほぼ されない 。以下の では（ ）
に の 語 を記す。 

 u  ha a  a o  ha a a a 「この は のか。」 その は の か。  
 u e  u u  u a o a a a 「それはおとうとのかもしれない。」（それは

おとうとのものかもわからない。） 
 u  i u a u  u  a  in u  uno  u i a 「その はき うのだ。

日のはこれだ。」（その は 日のものだ。 日のものはそれだ。） 
 

語となる。 の 方言の a と nu は と としてほぼ 全に

分化しており 語としての nu の は 形 などとの に られる

ようである 。ただし その 法も しつつあると られる 。 
 i i  ɸ p i u a a 「 が いなあ。」 

  i iŋa pi u a a 「 が いなあ。」 
 

語では nu は多く れている。だが で た と る

と明らかなように ここでの nu は の「の」に して いられているにす ず や

はり a との い分けは失われている。 
 anu  u a  i u  i u a  i a  a u ai 「あの目のおおきい の

い はだれだ う。」 
 a  hu u  p ɸ in e  a a a a i e e i e  i u 「 の る日には あさ

は でテ かり ている。」 
 
２．２．   

述語のさししめす の 的な をあらわす。同様の 法が の a にも

とめられるが 方言では で れるのが普 のようである 。 
 i a a u i a nu  u ui nu a no u o 「 者がくれたくすりをのめ なおる

だ う。」 
 ano  in u a i u  u a a 「おれはきのうは をよまなかった。」 
 a i a a a a a u i ai i u u a i a 「 いさ は から をとりに 
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いった。」 
 hana o  o a n i u  a a i u a a u a i 「 はかあさ にごは を

た させてもらった。」 
 u in i u a  u a u 「 に を らせる。」 
 nu  ho u a a 「なにを おうか。」 

 
のかかわる場所をあらわす（場所 ）。なお の と同 く a にも

同様の 法が とめられる。 
 i inu a na  a e  i a o 「 のま なかをあるいてはいけない。」 
 i u ui a i  u i ui a 「 っ なとりが を でいる。」 

 
代 のう １ 代 ２ 代 （ 数）は 語となるのに

nu ではなく 形 をとる 。また 語となる nu の場合と同 く で

も形 的な「の」に する 法は とめられていない（    は
の 語 ）。 

 a  ë a a n i a a a aina 「おれの はどこにある。」  
 u  ha a a a  unu u 「その がおれのだ。」 その がおれのもの だ 。  
 a na  a i a e u a a u u nu a o 「う の いさ は もた こものま

ない。」 
 a na  a u a i u o o a a u u u a u u i u a 「 はいつ東京か

ら るか。」 う の はいつ東京から るか って来るか 。  
 i u a a  ha a o 「どれがおまえの だ。」  
 u  ɸu u i e  a  u na「その しきはおまえのか。」その しきはおまえの

ものか。  
 
 ト 有 （すなわ ）も その 語は 形 をとるようである。

が１ の また 代 の はないため さらなる調査が必要である。 
 a u o u u i  u nu a a a hana on i u ho i u i u 「 のとおな  

たを にもかってや う。」 のものとおな たを にもかってや う。  
 

また 者によっては ではなく nu が いられることもあるようである。なお以

下の は 小 方言で とめられたものと同 のものである（ の

）。 
   a  e a a n i ai 「おれの はどこにある。」 

  i u a a  a a a 「どれがおまえの だ。」 
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２．２．  a  
述語のさししめす の 的な をあらわす 。なおすでに述 たように この

法では を いるほうが普 である 
 a o a a u a ha a ha e  a u 「 はま うを だけ る。」 
 a u o u u i  u nu a a a hana on i u ho i u i u 「 のとおな  

たを にもかってや う。」 
 u o  e e e i  a u a  u u a u u i 「 は でかごをつくった。」 
 a a  u  i unu na a  i u a 「おまえはこの の まえを っているか。」 

 
のかかわる場所をあらわす（場所 ）。 の 法と同 く この 法で

も のほうが のようである。 
 a i u i u  ui a i o a u ui 「 っ な が を でいる。」 
 i inu a na a a e  i a 「 のま なかをあるいてはいけない。」 
 i o o ae  u u a  i i a  i i i i a u a a 「 ならこっ の を

行きなさい。」 
 
 なお a ではなく u a が いられている が１ あったが 小 など 方言か

らの による一時的な と える。 
  a u o u i  a a a  hana on i u ho i u i o 「 のとおな たを

にもかってや う。」 
 
２．２．  n i  

のあいてや基 など 的な をあらわす。 
 i i i a o nu i e  o a o i  「 で学 の に会った。」 
 u  pana e  u i ë  i a a 「その は にだけ かせた。」 
 u a  u i  i a a a a i u a u a a 「ここは に かいので がうまい。」 
 hana o  u a a o a  u  n i ui n i u 「 は がかあさ によく てい

る。」 
 
 うけ や で の も n i であらわされる。 

 u i  u a a  u u a a u u a u u a u 「 に を らせる。」 
 a u o a i o  o i u a a 「 は次 に でな られた。」 

 
や状態のかかわるとこ や状態がなりたつときをあらわす。 

 i u unu u u a a pi a  ɸu e ɸu i a 「いとこの がや の上にほし
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てある。」 
 a u a ɸu u a a o o  ui 「 が 年から東京にいる。」 
 u  ɸa unu na  a u a  i u u a i u u u i 「 の中にま うが 

いくつあるとおもうか。」 
 i o ie  ɸi i  i ai i a ne o 「 行機は一日に一 しかない。」 
 ha i a u  u u i u  ne ui ne u 「八月には ってくるようだ。」 

 
化の 果をあらわす 

 ɸu uo  i u u a u a o nu i e  na a na a 「中学 の になった。」 
 

なお 小 方言や 代日本語共 語の「 に」とは異なり 方言の n i は
の目的をあらわすのには いられない

．．．．．．
。 

  a i a a a a a u i ai i u u a i a 「 いさ は から をとり

にいった。」  
 o ano  i i a ai ho i u  i n a i a i i 「かあさ は 場 い に行

った。」 かあさ は 場 い しに行った。  
 
２．２．  i  

手 をあらわす。 
 o ina a naɸa n ie ɸun  i u  u a u i o i  i a  ho a u a ai a 「沖縄

には で行くより 行機で行ったほうがいい。」 
 n i a u u a i u u a a na i  ai  u a o u i 「 が かった

ので でもった。」 
 u  ino  ɸu na e  o ina a i n i e e  ho a o ho i a 「この上 はこ

のまえ沖縄で で った。」 
 

や などの 成要 をあらわす。 
 u o  e  a o  u a u a 「 は でかごをつくった。」 

 
うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所 ）。 
 o i a e e i  a u i 「 時まで でまっておれ。」 
 i i  a o nu i e n i o a o i  「 で学 の に会った。」 
 u  ino  ɸu na e  o ina a  n i e e i ho a o ho i a 「この上 はこ

のまえ沖縄で で った。」 
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また をあらわす 法も られた。 方言の場合も o i（ ）の

i よりも a ui（ む）の中 形を いる方がよいようである 。 
 hana o  in u a a o i  ni u i 「 はきのうから で ている。」 

  hana o  in u a a a i n ui 「 はきのうから で ている。」 はき

のうから で ている。  
 

以上の他 i とともに e n i という形 も られたが 類 の形 は他の方言にも

られず あくまでも 的な ではないかと える。 
 u o  e e  a u a  u u a u u i 「 は でかごをつくった。」 
 a ɸui n ie a nu ɸu u  pin ie  a a a a a  e e i ë a ai  
i u 「 の る日には あさ は でテ かり ている。」 

 
２．２．  ai  

の 点をあらわす。 
 a a pa e a  i i i 「おまえが 行け。」 
 a i a a a a a u i a  i u u a i a 「 いさ は から をとりにい

った。」 
 
２．２．  u  

的な のあいてをあらわす。 
 i o a u u nu a u o  i a 「次 はおとうとの とけ かした。」 

 
的な がなりたつ 一方の をあらわす。 

 a i  n ippu e  a i a i a a a a  i u i  u 「 て るだけなら 

い や ことおな だ。」 
 a u o u  i  u nu a a a hana on i u ho i u i u 「 のとおな

たを にもかってや う。」 ものとおな たを にもかってや う。  
 
２．２．  a a  

の 発点や や状態の開 時点など コト の 点をあらわす。 
 a na  a u a i u o o a a u u u a u u i u a 「 はいつ東京

から るか。」 
 a u a ɸu u a a o o n i ui 「 が 年から東京にいる。」 
 a i a a a a a u i ai i u u a i a 「 いさ は から をとりに 

いった。」 
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をあらわす 法も られた。ただし 者によっては i が いられており

語の o と o 代日本語共 語のデ と に られるような い分

けはないようである。 
 e a ɸu a a u u u o 「 は からつくる。」 

  e a ɸu  u ui 「 は からつくる。」 は でつくる。  
 
２．２．１  a i  

や状態のおよ をあらわす。なお は 合 の である。 
 i o  u  n i u uo  a a  ha a i i i u i 「次 この を までかつい

で行ってくれ。」  
 o i a  e i i a u i 「 時まで でまっておれ。」 時までは でまってお

れ。 a e a i a  
 o a a a a o o a  i a ino  a a a a 「 から東京までの はい

くらだ うか。」 
 
２．２．１１ a in i  

がそのときよりもまえに成立する あるいは成立したことをあらわす。 
 o i a  u u a a na a na a 「 時までに らなくてはならない。」 

 
２．２．１２ の （あるいは 的な ） 

ここでは 代日本語共 語の「 より」 の「 と」に する形 を る。 
 
２．２．１２．１ u a u  

の基 をあらわす。 
 in u a u a  ha i a u ana i a u ana i i a u una i 「きのうは

日より が かった。」 きのうは 日より も が かった。  
 i u a  n i unu ho a a a i 「 より のほうが高い」 よりも のほ

うが高い。  
 
２．２．１２．２ i 

や えの内 をあらわす。 者によっては u の形も いられるようである 。 
 u  ɸa unu na n i a u a  i u u a  u u u i  「 の中にま う

がいくつあるとおもうか。」 
 ha unu na ni a u a a a a  u u ui a  u u u a 「 の

中にま うがいくつあるとおもうか。」 
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２   
 

上 方言には以下の の 形 と２つの 的な形 が とめられる。 
 
２． ．１ a  

代 に して述語のさししめす状態の をあらわす 法が られた。他の方

言とは異なり 上 方言ではいわ る が nu に統合されつつあると えら

れるのだが 以下の から のタ プによる nu と a の いわけもか う

て保たれていることがわかる。 
 a ŋa a u a a  「あれが 場だ。」 「データ集」 も同  

 
 なお nu と a の れの とめられる もいくつか れている。 ト の場合

い分け の 残であることも えられるが 普 の も多く いずれも共 語から

の類 であ う。 
 u o  i u u nu a  u a o nu i e n i na a  「 年いとこが中学の にな

った。」 
 i a ŋa nu  u i a  u u i nu i a  no i no i a u  o「 者がくれたくすり

をのめ なおるだ う。」 
 i u u i a i o o a u u 「 っ なとりが を でいる。」 の  

 
 また いわ る 総記 の 法で の えとなる に a が してい

る も られた。なお で述 るように この 法では nu よりも a の した

と われる形 が多く れている。 
 u ŋa a  ha a o 「どれがおまえの だ。」 
 u  ha a a a  u 「その がおれのだ。」 

 
２． ．２ nu  

述語のさししめす 化 状態の をあらわす。すでに述 たように 上

方言では a が しつつあり nu がこの 法の中 をになっている。よって一 の

代 を き nu をとる は されていない。またこのとき nu
は にも れることができる（ ）。 

 na a  a i  ɸu e i ɸu e a 「あ が ってきた。」 
 i u u i  i o o a  u o i u o o 「 っ なとりが を でいる。」 
 i i  i u a i a 「 が いなあ。」 
 i u  u u i ha i  u a i u a a o 「きのうは 日より が かった。」 
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 a  a a eno  ino i i  u e a  「あの にはいのししがいるそうだ。」 
 i a  u i a  u u ie  nu i a  no u a u a a a o  「 者がくれたくすり

をのめ なおるだ う。」 
 n i u u  u u a u na e  a ie  u e a o 「 が かったので

でもった。」 
 

また いわ る 総記 の 法も られたが の調査では nu が いられるのは

代 の であり それ以外は a の 合した形 が いられている 。 
 i  ha e a e  a  i a 「う はおれが行く。」 

  i uo  a  u nu ha ana uno  ha a 「どれがおまえの だ。」 
 ɸu  ha a ha a  a  u o 「その がおれのだ。」 

 
あとに く を する 語となり その 性や するものをあらわす。

なお nu をとる は１ ２ 代 を き（ ） されていない。 
 i u u  u o  an nu u e i e  ɸu e  a  「いとこの がや の上にほし

てある。」 
 i o a u u  a u o u i i a  o 「次 はおとうとの とけ かした。」 
 a  u  u  na  i o n a 「おまえはこの の まえを っているか。」 
 ha u  na ae  a u nu a a a a a a a a na 「 の中にま うが

いくつあるとおもうか。」 
 i ie  a o  i e u e  o a o 「 で学 の に会った。」 

 
また nu はやはり「 nu 」で いられるのが基本であり 代日本共 語の

形 的な「の」に する 法は とめられない。以下の では（ ）に の 語

を記す。 
 u  a a  a o  u na 「この は のか。」 その は のものか。  
 u e  u u  u a u i i a 「それはおとうとのかもしれない。」（それはおとう

とのものかもわからない。） 
 u  i uno  u  u  a  i o  uno  u i a 「その はき うのだ。 日

のはこれだ。」（その は 日のものだ。 日のものはそれだ。） 
 a u o  u u i u u  a a o a  hana oe u ho e  u i i o 「 のとおな

たを にもかってや う。」（ のものと同 たを にもかってや う。） 
や の をあらわす。 

 ano  o nu a u i  a u a a u a i a 「おれは のさし が たい。」 
 a o  a i  u i  o 「 はお が きだ。」 
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 i u o  e onu ho  u i i 「いとこは 語の本が める。」  
 
２． ．   

述語のさししめす の 的な をあらわす。同様の 法が の o a にも

とめられるが ど らも同 に いられているようである。 え 以下の

の同 からの の では o a 形 も れている。 
 i anu u i a  u u i nu i a no i a a no i o 「 者がくれたくすりをのめ

なおるだ う。」 
 a u o u ni u nu a a  hana o e u ho o a a ho o a 「 のとおな

たを にもかってや う。」 
 ano  i u a i u  i a a o 「おれはきのうは をよまなかった。」 
 a o  a u  a a a e a i 「 はま うを だけ る。」 
 u e  i  u a a u a i 「 に を らせる。」 
 nu  ho a a 「なにを おうか。」 

 
のかかわる場所をあらわす（場所 ）。なお の と同 く o a に

も同様の 法が られる。 
 i o o a e  u  i i u e i o 「 ならこっ の を行きなさい。」 
 i inu a na a a i a i a  o 「 のま なかをあるいてはいけない。」 

 
代 のう １ ２ 代 の 数形は 語となるのに 形

をとる。なお 数は の調査では できなかった。また 語となる

nu の場合と同 く でも形 的な「の」に する 法は とめられていない

（    は の 語 ）。 
 a  e a a n i a i o 「おれの はどこにある。」  
 ɸu  ha a ha a  a  u o 「その がおれのだ。」 その がおれのもの だ 。  
 u a a  ha a o 「どれがおまえの だ。」 
 u  u u i a a  u na 「その しきはおまえのか。」 その しきはおま

えのものか。  
 

なお の だが nu 形 が いられている も れた 。また 状態の

をあらわす 形 の も られた 。 
  anu a  e a a n i a i o a o 「おれの はどこにある。」 

 u o i ni u u a a a o 「 より のほうが高い。」 より ぞ 高い よ  
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２． ．  o a  
述語のさししめす の 的な をあらわす 。すでに述 たように 形

と されている。 
 a i a a a a a u i a i u ie  u a u a i a o 「 いさ は から

をとりにいった。」 
 u uo  e e  a o a u u a o 「 は でかごをつくった。」 
 u ie  i a u a i u a i 「 に を らせる。」 
 a u onu u u i u u  a a a  hana oe u ho e  u i i o 「 のとおな

たを にもかってや う。」 
 a o  a u a  a e a i a i o 「 はま うを だけ る。」 

 
のかかわる場所をあらわす（場所 ）。 とは異なり は少ない。 

 i u u i a i o a u u 「 っ な が を でいる。」 
 
２． ．  e  

のあいてや基 など 的な をあらわす。 
 a uo u ni u nu a a  hana o u ho o a a ho o a 「 のとおな た

を にもかってや う。」 
 u  hana e  u e u i a i i a a 「その は にだけ かせた。」 
 u  hana ie  u i a i  i a a o 「その は にだけ かせた。」 その は だ

けに かせたよ。  
 u a a u i  i a a  une  unu a a 「ここは に かいので がうま

い。」 
 hana o  u anu o an e  u  ni o i ni o i  a 「 は がかあさ によく て

いる。」 o an e o a  
 
 うけ や で の も e であらわされる。 

 a u o a i o e  o u i e  u a a  「 は次 に でな られた。」 
 hana o  a a  u o a a a e  u a a o 「 はかあさ にごは をた

させてもらった。」 
 u i  i o a u a i u a i 「 に を らせる。」 

や状態のかかわるとこ や状態がなりたつときをあらわす。 
 i u unu u o  an nu u e i  ɸu e  a  「いとこの がや の上にほし

てある。」 
 a o nu u u a a o o  u 「 が 年から東京にいる。」 
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 ha unu na a  a u nu a a a a a a a a na 「 の中にま うが

いくつあるとおもうか。」 
 a  a a  ino i inu u e a 「あの にはいのししがいるそうだ。」 
 i o ie  i i  i ai i a ne a o  「 行機は一日に一 しかない。」 

 
 や状態がなりたつ場所をあらわす（場所 ）。 

 o i a e  e i  a o i o 「 時まで でまっておれ。」 
 i i  a o nu i e u o a o 「 で学 の に会った。」 
 ɸu  u a e  na a o ina a  n i e e e  ho a o 「この上 はこのまえ沖縄

で で った。」 
 

手 をあらわす。 
 o ina an ie ɸuni  i u u i i o i  i a  ho a u a a o 「沖縄には で行

くより 行機で行ったほうがいい。」 
 n i u unu u u a u na e  a i  u e a o 「 が かったので

でもった。」 
 a u o a a  i o ni u i e he  u a a  o  「 は次 に でな

られた。」 
 

や などの 成要 をあらわす。 
 u uo  e  a oo a u u a o 「 は でかごをつくった。」 

 
をあらわす 法も られた。上 方言でも a ai（ ）の e のほ

か a ui（ む）の中 形の が れている 。 
 hana o  i u a a a ai  n i o o 「 はきのうから で ている。」 

  hana o  u a a a e  n i u  「 はきのうから で ている。」 は

きのうから で ている。  
 

の 点をあらわす。 
  ha e  a nu i i 「う はおれがいく。」 
 a i a a a a a u i a i u i  u  u n a i a o 「 いさ は から

をとりにいった。」 
 
 以上 してきた e の各 法について きにかかわるとこ ・とき

は n i と きがなりたつ場所は e と 手 成要
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は e と 点は a i と それぞれ なっている。 
 
２． ．  n i  

のあいてや基 など 的な をあらわす。e にも同様の 法が られ

る の 。  
 a u onu u u i u  e ao hana o u ho e  u a o「 のとおな たを

にもかってや う。」 
 u a a u i  i a a na i unu a a o u a a o 「ここは に かいの

で がうまい。」 
 hana o  a a e  u a  i u u o 「 は がかあさ によく ている。」 

 
うけ や で の も n i であらわされる。 

 a u o a i o e  o e  u a a 「 は次 に でな られた。」 
 hana o  o a o a  u o a o a  a a a o o 「 はかあさ にご

は をた させてもらった。」 
 

や状態のかかわるとこ や状態がなりたつときをあらわす。この 法は

e でもあらわされる の 。 
 i u unu ɸu u nu u unu  a i a nu  ui ui e  ɸu a i 「いとこの が

や の上にほしてある。」 
 a o  ɸu u a a o o e  u o 「 が 年から東京にいる。」 
 ha i a u  u u e  i a u a a a o e 「八月には ってくるようだ。」 

 
化の 果をあらわす。これは e には られない 法である。また 形 の

が れているが 数自 が少ないためさらなる調査が必要である。 
 ɸu u i u unu u a o nu i e  na a o  「 年いとこが中学 の にな

った。」 
  hu u  i o o a u a o nu i e  na a o 「 年いとこが中学 の にな

った。」 年いとこが中学 の なった よ 。  
 

なお上 方言でも n i e ともに の目的をあらわすのには いられない
．．．．．．

。 
  a i a a a a a u i a i u ie  u o a u a i a o 「 いさ は

から をとりにいった。」  
 o a a a a i u  ho i a i a  o 「かあさ は 場 に行った。」 
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 a a a a a o o a i i a a na i o i a i i o 「かあさ はあし

た東京 むすこに会いにいく。」 
 
２． ．  e  

手 をあらわす 。e にも同様の 法が られる の 。 
 n i o unu u u a e u u a a  une  a i  u a  「 が かった

ので でもった。」 
 a u o a i o n i e  o  u a a 「 は次 に でな られた。」 
 ɸu  u a e  na a o ina ae  n i e e  ho a o 「この上 はこのまえ沖縄

で で った。」 
 

や などの 成要 をあらわす。この 法も e に なる の 。 
 u o  e  o i u u a o 「 は でかごをつくった。」 

 
をあらわす 法も られた。上２つの 法と同 く やはり e にも られる

法である の 。 
 hana o  i u a a a ai  ni o  o 「 はきのうから で てい

る。」 
 
２． ．  e  

うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所 ）。同様の 法が e にも られる

の 。 
 o i a i e i e  a o i o 「 時まで でまっておれ。」 
 i  a o nu i e u o a  「 で学 の に会った。」 
 u  u a e  na a a o ina a  n i e e e  o a 「この上 はこのまえ沖縄

で で った。」（注 も ） 
 
 また次の では e n i e の 形 で れが とめられた。場所 がこ

れらの 形 をとる場合 その 法的 がかなり くことが える。 
 o ina a n e n o eno  i a a i a a  a inu a  

２． ．  a i  
の 点をあらわす。同様の 法が e にも られる の 。 

 a  ha e a ha e n i  i i o i i a 「おまえが 行け。」 
 i  ha e a  a nu i a 「う はおれがいく。」 
 i ano  a a a a u i a  u u n a i a 「 いさ は から をとりに
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いった。」 
 
 上の では n i も れている。その他に 点 の n i の は られない

のだが を「 に」などのようにすれ 多くの が れるだ う。 
 
２． ．１  u  

的な のあいてをあらわす。 
 i o a u unu a u o  i i a o 「次 はおとうとの とけ かした。」 
 i ie  a o nu i e e  o a o 「 で学 の に会った。」 で学

の と会った。  
 

的な がなりたつ 一方の をあらわす。 
 a e  n i i a i na i a i a a u u  i u i u  a「 て るだけなら 

い や ことおな だ。」 
 a u onu u  i u u  a a o a  hana oe u ho e  u i i o 「 のとおな

たを にもかってや う。」 のものとおな た を にもかってや う。 
 
２． ．１１ a a  

の 発点や や状態の開 時点など コト の 点をあらわす。 
 a o  i u o o a a u u i a 「 はいつ東京から るか。」 
 a o nu u u a a o o e  u 「 が 年から東京にいる。」 
 a i a a a a a u i a i u ie  u o a u a i a o 「 いさ は から

をとりにいった。」 
 

をあらわす 法も られた。 などを表す e e との い分けについ

てのさらなる調査が必要である。 
 e a ɸu i a a u u i o 「 は からつくる。」 

 
 １ だが にかかわる場所 以下の では り る場所 をあらわす も

られた。 a a のこの 法は 語全 に られるものであり 上 方言にも保たれて

いることがわかる。 
 i inu a na a a a  a i a i a o 「 のま なかをあるいてはいけない。」

のま なかからあるいてはいけない。  
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２． ．１２ a i  
や状態のおよ をあらわす。なお は 合 の である。 

 i o  u  n i o o  a a  ha n i e  i e u i 「次 この を までかついで

行ってくれ。」  
 o i a  e ie  a o i o 「 時まで でまっておれ。」 時までは でまって

おれ。 a e a i a  
 o a a a a o o a  i a ino  a a a a 「 から東京までの はい

くらだ うか。」 
 
２． ．１  a in i  

がそのときよりもまえに成立する あるいは成立したことをあらわす。 a i でも

れているが いずれも が少ないため さらなる調査が必要である。 
 o i a  u u a a na a o 「 時までに らなくてはならない。」 

  o i a  u u a a na a 「 時までに らなくてはならない。」 
 
２． ．１  の （あるいは 的な ） 

ここでは 代日本語共 語の「 より」 の「 と」に する形 を る。 
 
２． ．１ ．１ u i u u a u 

の基 をあらわす。 
 i u  u  ha inu u a i u a a o 「きのうは 日より が かった。」 
 u a u  n i unu ho nu ho a  a a a o 「 より のほうが高

い」 よりも のほうが高い。  
 
２． ．１ ．２ e  

や えの内 をあらわす。 
 ha onu na a eno  a u nu i u u a a  a e  u i i o「 の中にま

うがいくつあるとおもうか。」 
 
２   
 中 方言には以下の の 形 と２つの 的な形 が とめられる。 
 
２． ．１ a  

述語のさししめす 化 状態の をあらわす。このとき a は

にも れることができる（ ）。 
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 i u u i ŋa a i u  uiŋa  i o o a  u ui a u u o a 「 っ なとりが

を でいる。」 
 a  a iŋa ɸu i i 「あ が ってきた。」 
 ɸu u i u uŋa u a o nu i e n i na a o 「 年いとこが中学の になっ

た。」 
 a  a an ie  inu i iŋa u  ne ui a 「あの にはいのししがいるそうだ。」 
 i aŋa u i a  u ui nu i a no u o 「 者がくれたくすりをのめ なおるだ

う。」 
  n i ŋa u u a a a a ai i u a o 「 が かったので でもった。」 

 
また いわ る 総記 の 法も とめられる。 

 a a ha e a i i i 「おまえが 行け。」 
 i  ha e a e  aŋa i ui 「う はおれが行く。」 
 i ŋa a  ha a o 「どれがおまえの だ。」 
 u  ha aŋa a  u a 「その がおれのだ。」 

 
や の をあらわす。なお この方言では a の はあらわれなかった。 

 a a a a iŋa u u o 「 はお が きだ。」 
 ano  o nu a i iŋa a u ai a u a a 「おれは のさし が た

い。」 
 i u o  e onu ho ŋa un u ui 「いとこは 語の本が める。」 

 
２． ．２ nu  

あとに く を する 語となり その 性や するものをあらわす。

なお上 を く他の方言と同 く nu をとる は１ ２ 代 を き

（ ） されていない。 
 i o o  hu u a aninu i n i hu a  o 「いとこの がや の上にほしてあ

る。」 
 i o a u u  a u o u i i i 「次 はおとうとの とけ かした。」 
 a a  u  i u  na  i u a n a 「おまえはこの の まえを っているか。」 
 ha u  na n ie  a u a a a a i u u ui o 「 の中にま うがいくつあ

るとおもうか。」 
 i i i a o  i e n i o i 「 で学 の に会った。」 

 
また中 方言の nu も「 nu 」で いられるのが基本であるが 代日本共
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語の形 的な「の」に する 法も少なからず れている（ ）。以下の では

（ ）に の 語 を記す。 
 u  ha a  a o  u  na 「この は のか。」 その は の か。  
 u e  u u  u a u a a a 「それはおとうとのかもしれない。」（それはおと

うとのものかもわからない。） 
 u  i uno  u  u  o  in u  uno  u i o 「その はき うのだ。

日のはこれだ。」（その は 日のものだ。 日のものはそれだ。） 
  u  ha a  a o  na a a o una a o nu u na 「この は のか。」 

 u e  u u  a u a a a 「それはおとうとのかもしれない。」 
 u  i uno  u a  in u nu uno  u i a 「その はき うのだ。 日の

はこれだ。」 
 

語となる。中 方言の a と nu も と としての 分化がかな

り進 でおり 語としての nu の は 方言に られたものと同

形 などとの に られるようである 。だが同時に a と

形とのく あわせも れており 語となる nu の 法はほぼ失われている。 
 i i  i u a a 「 が いなあ。」 

  i iŋa i u ai a 「 が いなあ。」 
 i iŋa i u a a 「 が いなあ。」 

 
語では nu も少なからず れている。だがこれらの nu は の「の」に し

て いられているにす ず やはり 法における a との い分けは失われている。 
 a  i  u i a  i u  i u a  i a a a u o ai 「あの目のおおきい の

い はだれだ う。」 
 a i  hu u  he  a a ani a a i e e i e  i ui「 の る日には あさ

は でテ かり ている。」 
 
２． ．   

述語のさししめす の 的な をあらわす。同様の 法が の o a に

も とめられ とともに いられている。 
 i a a u i a  u ui nu i a no u o 「 者がくれたくすりをのめ なおるだ

う。」 
 ano  in u a i u  u a i 「おれはきのうは をよまなかった。」 
 a i a a a a a u ie u i a i  i u ui a i a 「 いさ は から

をとりに いった。」 
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 a o a a u  ha a i an ui 「 はま うを だけ る。」 
 nu  ho u a 「なにを おうか。」 

 
 a と れてはいるが の をあらわす 形 の も られた。 

 ano  o nu a i a a i i u a i i  a u a i 「おれは のさし が た

い。」 
 

のかかわる場所をあらわす（場所 ）。 の と同 く o a にも同

様の 法が とめられ ともに いられている。 
 i i  a na  a e  i a  o 「 のま なかをあるいてはいけない。」 

 
代 のう １ 代 ２ 代 （ 数）は 語となるのに

nu ではなく 形 をとる。また 語となる nu の場合と同 く でも

形 的な「の」に する 法は とめられていない（    は の

語 ）。 
  a  e a a n i u a u 「おれの はどこにある。」  
 u  ha a a a  u a 「その がおれのだ。」 その がおれのもの だ 。  
 a na  a i a e u a a u u nu a「う の いさ は もた こものまない。」 
 i a a  ha a o 「どれがおまえの だ。」 
 u  hu u i e  a  u  na 「その しきはおまえのか。」 その しきはおまえ

のものか。  
 
 形 をとって 語になる ト 有 （ ）の も られた。 方

言場合と同 く が１ の また 代 の はないため さらなる調

査が必要である。 
 a u onu u a u o a a u  i  u i u a a o a hana on i u ho i u a 
o u i o 「 のとおな たを にもかってや う。」 のと たと

おな もの た を にもかってや う。  
 

また 者によっては ではなく nu が いられることもあるようである。 
  a  e a a ni a u o a ai 「おれの はどこにある。」 

 
２． ．  o a  

述語のさししめす の 的な をあらわす。 
 a a a a u a ha a i u an ui 「 はま うを だけ る。」 
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 a u onu u u i u e a a  hana on i u ho i u a o 「 のとおな た

を にもかってや う。」 
 u o  e i a u a u u i u u a 「 は でかごをつくった。」 
 hana o  o a n i oha a a a i u a i「 はかあさ にごは をた

させてもらった。」 
 

のかかわる場所をあらわす（場所 ）。 の 法と同 く この 法で

も のほうが のようである。 
 a i u  ui a o a a u ui 「 っ な が を でいる。」 
 i o o  na i a u  i i a i i o 「 ならこっ の を行きなさい。」 
 i inu a na a  a e  i a o 「 のま なかをあるいてはいけない。」 

 
２． ．  n i  

のあいてや基 など 的な をあらわす。 
 i i i a o nu i e  o i  「 で学 の に会った。」 
 u  hana ie  u i e i i a a 「その は にだけ かせた。」 
 u a  u i  i a a a a i u a a ai 「ここは に かいので がうまい。」 
 hana o  u a a o a  u  n i ui a 「 は がかあさ によく ている。」 

 
 うけ や で の も n i であらわされる。 

 u i  i o a  u u a ui 「 に を らせる。」 
 a u o a i o  u o i u a i 「 は次 に でな られた。」 

 
や状態のかかわるとこ や状態がなりたつときをあらわす。 

 i u unu u u a a i a  ɸu i ai ɸu ai 「いとこの がや の上にほして

ある。」 
 a o a hu u a a o o  ui 「 が 年から東京にいる。」 
 ha u  na  a u a i u u a i u u u o 「 の中にま うがいくつあ

るとおもうか。」 
 i o e  i i  i ai i a ne 「 行機は一日に一 しかない。」 
 ha i a u  u u i u  ne ui a 「八月には ってくるようだ。」 

 
化の 果をあらわす 

 ɸu u i u u a u a o nu i e  na a o 「中学 の になった。」 
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なお 中 方言の n i も の目的をあらわすのには いられない。 
  a i a a a a a u ie u i a i  i u ui a i a 「 いさ は から

をとりにいった。」 
 o ano  i i a a i ina ho i n a i i「かあさ は 場 い に行った。」か

あさ は 場 いに行った。  
 
２． ．  i  

手 をあらわす。 
 o ina n e a i  hun i  i u a u i o i  i a  ho a u a ai「沖縄には

で行くより 行機で行ったほうがいい。」 
 n i a u u a a a a ai  u a o 「 が かったので でもった。」 
 u  u a e  n a a o ina i n i e e  ho i 「この上 はこのまえ沖縄で

で った。」 
 

や などの 成要 をあらわす。 
 u o  e  o i a o  u u a 「 は でかごをつくった。」 

 
うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所 ）。 
 o i a i e i  a u i o 「 時まで でまっておれ。」 
 i i  a o nu i e n i o i  「 で学 の に会った。」 
 u  u a e  n a a o ina  n i e e i ho i 「この上 はこのまえ沖縄で

で った。」 
 

をあらわす。他の方言と同 く a ai（ ）の i と a ui（
む）の中 形が れている 。 

 hana o  in u a a a ai  ni ui 「 はきのうから で ている。」 
  hana o  in u a a a i n ui 「 はきのうから で ている。」 はき

のうから で ている。  
 
２． ．  a i  

の 点をあらわす。 
 a a ha e a  i i 「おまえが 行け。」 
  a i a a a a a u i a  i u ui n a u n a  i a i i 「 いさ は か

ら をとりにいった。」 
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２． ．  u  
的な のあいてをあらわす。 

 i o  u unu a u o  i i a 「次 はおとうとの とけ かした。」 
 

的な がなりたつ 一方の をあらわす。 
 a i n u  a ina i a  i a a u u  i u i u a 「 て るだけなら い

や ことおな だ。」 
 a u onu u u i u e a o a  hana on i u ho i u a o 「 のとおな た

を にもかってや う。」 のものとおな た を にもかってや う。  
 
２． ．  a a  

の 発点や や状態の開 時点など コト の 点をあらわす。 
 a a a i u o o a a u u u a u u u u o 「 はいつ東京から るか。」 
 a o a hu u a a o o ni ui 「 が 年から東京にいる。」 
 a i a a a a a u ie u i a i  i u ui a i a 「 いさ は から

をとりに いった。」 
 

をあらわす。ただし 者によっては i が いられており 語の o
と o 代日本語共 語のデ と に られるような い分けはないようである。 

 e a ɸu i a a u u u u o 「 は からつくる。」 
  e a ɸu i  u u ui u u u u o 「 は からつくる。」 

 
２． ．１  a i  

や状態のおよ をあらわす。なお は 合 の である。 
 i o  u  n i u u o a a a  ha a i i i i u i 「次 この を までかつ

いで行ってくれ。」  
 o i a  e i i a u i o 「 時まで でまっておれ。」 
 o a a a a o o a  i a ino  a a ai 「 から東京までの はいく

らだ うか。」 
２． ．１１ a in i  

がそのときよりもまえに成立する あるいは成立したことをあらわす。 
 o i a  u u a a  na a o 「 時までに らなくてはならない。」 時

までには らなけれ ならないよ。  
 
２． ．１２ の （あるいは 的な ） 
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ここでは 代日本語共 語の「 より」 の「 と」に する形 を る。 
 
２． ．１２．１ a u 

の基 をあらわす。 
 in u a u a  ha i a u a i「きのうは 日より が かった。」 きのうは

日よりも が かった。  
 i u a  n unu ho a a ai 「 より のほうが高い」 よりも のほうが高

い。  
 o ina a e  huni hu i i i u a  i o i i i a  ho a u a a i 「沖縄に

は で行くより 行機で行ったほうがいい。」 
 
２． ．１２．２ i 

や えの内 をあらわす。 
 ha u  na n ie  a u a a a a  u u ui o 「 の中にま うがいくつあ

るとおもうか。」 
 
２   
 
 方言には以下の の 形 と２つの 的な形 が とめられる。 
 
２． ．１ a  

述語のさししめす 化 状態の をあらわす。このとき a は

にも れることができる（ ）。 
 i u a i unu  u iŋa i o  u u u u  o 「 っ なとりが を でい

る。」 
 a e  a iŋa ɸu i i 「あ が ってきた。」 
 hu u i u uŋa u a o nu i e n i na a  o 「 年いとこが中学の になっ

た。」 
 a  a an ie  inu i iŋa u i a 「あの にはいのししがいるそうだ。」 
 i aŋa u i a  u u i nu i a  no u a o  「 者がくれたくすりをのめ なおる

だ う。」 
 n i ŋa u u a a a n i a i i u i u a o 「 が かったので で

もった。」 
 

また いわ る 総記 の 法も とめられる。 
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 aŋa ha e a i i i 「おまえが 行け。」 
 i  ha e ie  aŋa i ui 「う はおれが行く。」 
 i ŋa a  ha a o 「どれがおまえの だ。」 
 u  ha aŋa a  u  o 「その がおれのだ。」 

 
や の をあらわす。 

 a a a a iŋa u i o 「 はお が きだ。」 
 ano  o nu a i iŋa a u ai 「おれは のさし が たい。」 
 i u o  e onu ho ŋa u i u ho u u i u i  ui 「いとこは 語の本が

める。」 
 
２． ．２ nu  

あとに く を する 語となり その 性や するものをあらわす。

上 を く他の方言と同 く nu をとる は１ ２ 代 を き（

） されていない。 
 i u u  u u a i a n i ɸu i ai 「いとこの がや の上にほしてある。」 
 i o a u u  a u o u i i i 「次 はおとうとの とけ かした。」 
 a  u  u  na ae i u n a 「おまえはこの の まえを っているか。」 
 h a u  na an i a u a i u u a i u a i n a「 の中にま うがいくつ

あるとおもうか。」 
 i i i a o  i e n i o a o 「 で学 の に会った。」 

 
また 方言の nu も「 nu 」で いられるのが基本であり 代日本共 語

の形 的な「の」に する 法は の調査では とめられなかった。以下の

では（ ）に の 語 を記す。 
 u  ha a  a o  u na 「この は のか。」 その は のものか。  
 u e  u u nu u a u a a a i i a i i a 「それはおとうとのかもしれな

い。」（それはおとうとのものかもわからない。） 
 u  i u no  u nu u o  in u nu uno  u i o 「その はき うのだ。

日のはこれだ。」（その は 日のものだ。 日のものはそれだ。） 
 

語となる。 方言の a と nu も と としての 分化がかなり

進 でいると られ 語としての nu の は 形 などとの に ら

れるようである 。 
 i i a i u ai a i i  i u a a 「 が いなあ。」 
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語では 語よりも nu が やすい。だが が「 の」となっている

にもかかわらず a が いられている も れており nu の としての

法はやはり していると言える。 
 a  i  uɸu a  i u  i u a  i a  a u ai 「あの目のおおきい の い は

だれだ う。」 
 a i  ɸu u  he  a a a a i e e i a i i ui  「 の る日には あさ は

でテ かり ている。」 
  a iŋa hu u  i a a a a a i e e i a ai i u  o 「 の る日には あ

さ は でテ かり ている。」 
 
２． ．   
 
 他の方言と異なり 方言の には 述語のさししめす 化 状態の

をあらわすという としての 法が 的に とめられる。 え と同

の他の 者による でも 「 が」に する 分は で れている 「データ集」

の 。なお はいわ る 総記 の 法である。 
 u  i i i u a u a 「 が いなあ。」 
 i u unu u u a i a n i ɸu i ai 「いとこの がや の上にほしてある。」 
 a  ha e an i i i 「おまえが 行け。」 

 
述語のさししめす の 的な をあらわす。 
 i a a u i a  u u i nu i a  no u a o  「 者がくれたくすりをのめ なおる

だ う。」 
 a i a a a a a u i an i u u i a i i i a o 「 いさ は から

をとりにいった。」 
 a a a a u  a a a i a i  o 「 はま うを だけ る。」 
 u o  e i a u u u a  o 「 は でかごをつくった。」 
 a u onu u u i u u nu a a hana on i u ho i u i o 「 のとおな

たを にもかってや う。」 
 nu  ho o a 「なにを おうか。」 

 
 また の をあらわす 法も られた。 

 a o a a i a u i a i u u o 「 はお が きだ。」 
 i u o  ei onu ho  u i u  o 「いとこは 語の本が める。」 
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のかかわる場所をあらわす（場所 ）。 の の 法とともに

の o a に同様の 法が とめられるが いずれの 法においても それを実 する

な形 は である。 
 u o  na i a u ɸu  i i i i o 「 ならこっ の を行きなさい。」 
 i inu a na  a i a i a  o 「 のま なかをあるいてはいけない。」 
 i u a  u i a i u u i a  i o  u ui 「 っ な が を でいる。」 

 
代 のう １ ２ 代 の 数形は 語となるのに 形

をとる。また 語となる nu と同 く でも形 的な「の」に

する 法は とめられていない（    は の 語 ）。 
 a  e a a n i a ai 「おれの はどこにある。」  
 u  a a  a  u o 「その がおれのだ。」 その がおれのもの だ 。  
 i u a a  a a ha a 「どれがおまえの だ。」 
 u  u u i a a  u na 「その しきはおまえのか。」 その しきはおまえ

のものか。  
 
 形 をとって 語になる ト 有 （ ）の も られた。やはり

代 の がないため さらなる調査が められる。 
 u  ha a  a o  u na 「この は のか。」 その は ものか。  

 
２． ．  o a  

述語のさししめす の 的な をあらわす。 
 u o  e i a u a u u i 「 は でかごをつくった。」 
 u in i i a o a  u u a i u u a ui 「 に を らせる。」 

 
 で述 たように 方言の をあらわす 要な 形 は であり 上の

つの にも 「かごを」「 を」の 分が 形 となっている同 からの が

れている。つまり o a は の 法においていわ 次的な形 だと言える。

以下に すように o a の形をとらない が少なからず れていることからも それ

は明らかである。 
  a  u  unu na ae a i u a 「おまえはこの の まえを っているか。」 

 i o  u  n i u u  a a i ha a i i i i u i i u i i i u i i 「次 こ

の を までかついで行ってくれ。」 
 i a a u i a  u u i  nu i a no u  a o no u o  a a a a 「 者がく
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れたくすりをのめ なおるだ う。」 
 ano  in u a i u  u a a  o 「おれはきのうは をよまなかった。」 

 
のかかわる場所をあらわす（場所 ）。この 法も に であらわれる。 

 i inu a na a  a e  i a 「 のま なかをあるいてはいけない。」 
 
２． ．  n i  

のあいてや基 など 的な をあらわす。 
 i i i a o nu i e  o i  「 で学 の に会った。」 
 u  hana e  u i a i i a a hana a  o 「その は にだけ かせた。」 
 u a a u i  i a a a an i u a a ai a a i 「ここは に かいので が

うまい。」 
 hana o  u a a a a  u n i u  o 「 は がかあさ によく ている。」 

 
 うけ や で の も n i であらわされる。 

 u i  i a u u a u  o 「 に を らせる。」 
 a u o a i o  u o i u a i 「 は次 に でな られた。」 

 
や状態のかかわるとこ や状態がなりたつときをあらわす。 

 i u unu u u a i a  ɸu i ai 「いとこの がや の上にほしてある。」 
 a o a ɸu u a a o o  ui 「 が 年から東京にいる。」 
 ha unu na a na n i a u a i u u a i u ui a 「 の中にま うが

いくつあるとおもうか。」 
 i o i a i i  i ai i a ne a u a o 「 行機は一日に一 しかない。」 
 ha i a u  u u i u i o 「八月には ってくるようだ。」 

 
化の 果をあらわす 

 hu u i u u a u a o nu i e  na a  o 「中学 の になった。」 
 

なお 方言の n i も の目的をあらわすのには いられない
．．

。 
  a i a a a a a u i i u u n a u i n a  i a  o 「 いさ は から

をとりにいった。」 
 o a no  i i a i i a n i u  ho i n a i i 「かあさ は 場 い に行

った。」 かあさ は 場にもの いに行った。  
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２． ．  i  
手 をあらわす。 

 o ina  an e  huni  i a  u i u i o i  i a  ho a u a a  o「沖縄には で

行くより 行機で行ったほうがいい。」 
 n i a u u a a a n i a i  u i u a o 「 が かったので で

もった。」 
 u  u a e  n a a o ina  n i e e  ho a ho a u  o 「この上 はこのま

え沖縄で で った。」 
 

や などの 成要 をあらわす。 
 u o  e  a u u u a  o 「 は でかごをつくった。」 

 
うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所 ）。 
 o i a i e i  a u i o 「 時まで でまっておれ。」 
 i i  a o nu i e n i o a o  「 で学 の に会った。」 
 u  u a e  ɸune a o ina a  n i e e i ho a u o ho a o 「この上 は

このまえ沖縄で で った。」 
 

また以下の では 「行った」ではなく「 をとり」にかかるかた で きをなりた

つ場所をあらわす i があらわれている。 
 a i a a a a a u i  u u n a u i n a  i a  o 「 いさ は から

をとりにいった。」 いさ は から で とりに行ったよ。  
 

をあらわす。 の調査では o i（ ）の i の の され

a ui（ む）の中 形の は れなかった。 
 hana o  in u a a o i  ni u  o 「 はきのうから で ている。」 

 
２． ．  an i  

の 点をあらわす。また の目的あらわされている も られた 。 
 a i a a a a a u i a  u u i a i i i a o 「 いさ は から

をとりにいった。」 
 a  ha e a  i i 「おまえが 行け。」 
 u  ha e a  a a i u o 「う はおれがいく。」 
 a a a i i a an i ai u a ho i u  i n a  i a  o 「かあさ は 場

い に行った。」 かあさ は 場に い い しに 行った。  
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２． ．  u  
的な のあいてをあらわす。 

 i o a u unu a u o  i i a o 「次 はおとうとの とけ かした。」 
 

的な がなりたつ 一方の をあらわす。 
 a i ni i a i na i a i a a u u  o na i o 「 て るだけなら い

や ことおな だ。」 
 a u onu u  o na i a a hana on i u ho i u i o 「 のとおな たを

にもかってや う。」 のものとおな た にもかってや う。  
 
２． ．  a a  

の 発点や や状態の開 時点など コト の 点をあらわす。 
 a o a i u o o a a u u u u o 「 はいつ東京から るか。」 
 a o a ɸu u a a o o n i ui 「 が 年から東京にいる。」 
 a i a a a a a u i a i u u n a i i 「 いさ は から をとりに 

いった。」 
 

をあらわす。 などをあらわす i との い分けについてはさらなる調査が

められる。 
 e a hu i a a u u u u o 「 は からつくる。」 

 
２． ．１  a i  

や状態のおよ をあらわす。なお は 合 の である。 
 i o  u  n i o uo a a  ha a i i i i u i 「次 この を までかついで

行ってくれ。」  
 o i a  e i i a u i o 「 時まで でまっておれ。」 
 o a a a a o o a  i a i no  a a a ai ai a u ai 「 から東

京までの はいくらだ うか。」 
 
２． ．１１ a in i  

がそのときよりもまえに成立する あるいは成立したことをあらわす。 
 o i a  u u a a na a o 「 時までに らなくてはならない。」 

 
２． ．１２ の （あるいは 的な ） 

ここでは 代日本語共 語の「 より」 の「 と」に する形 を る。 
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２． ．１２．１ a u u i u  

の基 をあらわす。 種類の形 が されているようである。 
 inu a u a u  ha i a u a a  o 「きのうは 日より が かっ

た。」 きのうは 日よりも が かった。  
 u a  n i unu ho a a ai a a o 「 より のほうが高い」 よりも の

ほうが高い。  
 o ina  an e  huni i i a   i o i i i a  ho a u a a  o 「沖縄には

で行くより 行機で行ったほうがいい。」 
 
２． ．１２．２ i 

や えの内 をあらわす。 
 h a u  na an i a u a i u u a  u a i n a  「 の中にま うがいく

つあるとおもうか。」 
 

 方 の の  

 
 以上 喜界島の つの方言の 形 について記述してきた。その を表に す 次 。

またそれぞれの 形 について 本報告における の 果は以下のようにまとめられる。 
 
 a と nu について 上 をのぞく つの方言のいずれでも と の

分化が進 でいる。だが上 方言では が nu に統合されつつあり a
は の にある。 

 について をのぞき つの方言におけるその 法の中 は をあら

わすことであるが 同 く の 法をもつ o a o a a む との わりに

おいて いずれの形 が いられやすいかに方言 が とめられる。また 方言の

には のほか きの を表す 法が 的に とめられ 法的 の  
が い。 

 n i ai a i a i an i む について まず 小 ・ ・中 ・

の つの方言でのそれぞれの 形 の 法はほと ど同 であった。上 方言でも

n i a i の 法は他の 方言と同 である。 
だが上 方言の には他とは きく異なる点が２点 とめられる。まず 他の

方言では i にまとめられている や手 をあらわす 法と きのなりたつ場所

をあらわす 法をもつ形 が e と e に分化していること そして n i から 
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 小   上  中   
 a a a  a a 

・主格  nu nu nu nu nu 
・属格・主格       

 o a a o a o a o a 
・  n i n i 

e

n i n i n i 
 

i i e i i  e
方  ai ai a i a i an i 
共  u u u u u 

 a a a a a a a a a a 
 a i a i a i a i a i a i 

界  a in i  
a in i a in i a in i  a in i a in i 

周辺的な格

－格の周辺 

 u a u a u u i u  
u a u u a u a u  

u i u  
 i i e  i i 

表 喜界島方言の の  
 

a i をすっ りと ってしまう を持つ e の存 である。上 方言は

他の地域の た から「あそこのユ タ（こと ）はほかと がう」と言われることの

多い方言であるが まつもと のこれら２つの特徴も その 方をうながす

要 の１つと言えるだ う。 
 a a について コト の 点をあらわす 法のほか １ だが り る場所を

あらわす が られた 上 。 a a のこの 法は く 語全

に とめられるものであり 他の方言についても する必要がある。 
 界 について 小 方言にの a i a in i という形 があらわれた。

a i a in i との い分けは とめられず これらの形よりも古い形 であると わ

れる。だが 者に らず多く いられており の にはない。 
 的な について れる形 に多少の が られるものの 法的

機 においては全く同 であった。なお は上 方言の e の 異なっていて

目を く。 
 
 このほか の調査では明らかにしえなかった点も数多くある。その他の地域も め
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喜界島方言のさらなる調査研究が められる。 
 

 
内 「喜界島 方言の 法」法 学沖縄 化研究所 の方言  
国立国語研究所 沖縄語  

・ ・ ・ 行 「 語喜界島上 方言の 」

・ 地 研言語記述 集  
高 他 日本語の 法 つ 書  
中本 「喜界島 方言の語 」法 学沖縄 化研究所 の方言  
まつもと たけ 「奄美喜界島方言の リ・リ のかた をめ って」

国立国語研究所共同研究プロジェクト「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研

究」 代表者・ 研究会 学 における発表 公  
 
 
                                                  
 法調査は 国立国語研究所 「「全国方言 法の 的研究」調査 調査 」の

「「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」 方言 調査 」（ 学 研究

成）を いて行った。同調査 は 形 の調査を とするものである。 
 の a でも されているが ここでは a に代表させる。以下他の地域におい

ても同 。  
 者によっては o a （ ）を いるようである。  

  i u o  ei onu ho a u i i ui 「いとこは 語の本が める。」 
 形 的な の 法も数 れていた。以下の では の （ u ）が

できるようである。  
  ɸu  i uno u nu u  o a  in u no in u nu uno  ɸu i o ．「そ

の はき うのだ。きのうのはこれだ。」 
 a u o u i u u nu e a o a hana on i u ho i hu i o a 「 のとお

な たを にもかってや う。」 
 a u o u i u a a o a hana on i u ho i u i o u i a a a  

「 のとおな たを にもかってや う。」  
 １ ・２ 代 の語幹およ としての いについては 同形の語形が いられ

ている 方言に ている。注 。 
 などでも されているが ここでは o a に代表させる。なお の 落し

た o a も れている。  
 化のない でも されているが ここでは n i に代表させる。以下 a in i 他

の地域においても同 。  
 n i は にとりたてられると 音あるいは 合して n e の形で れる。 
    o ina  i a anu a inu ai 「沖縄にはめずらしい がある。」  
 音 i でも されているが ここでは i に代表させる。  
 いわ るとりたてにも a i と a i の 方の形 が れている。 
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  u e  u in ie  a a a i u u a o 「お いのときには あさ までおど

った。」 
 u ë nu u ini u e  a a a  u u a u u a  o 「お いのときに

は あさ までおどった。」 
 者によっては （ ）が いられるようである。なお小 方言でも 同 の

で 形 が れていた 注  
  i u o  ei onu ho a u u  u  「いとこは 語の本が める。」 

 形 的な 法の が１ されたが ではなく で れていることから共

語 に きずられたものと えられる。  
  u e  u u  a u i e a i i a 「それはおとうとのかもしれない。」  

 同様の記述が内 でもなされている 。  
 数の１ 代 について で た などから その語幹は a と さ

れる。また 数についても内 では anna の形が報告されている。よって 語と

なる a a na は ではなく これらの語幹に らかの が 合して 音化した形

とも えられる。だが a の形が報告されている 数の２ 代 語幹に a の形との れ

が とめらえること 上述の など。内 でも「あなたは」に する形

に a a a a の 方が れている また 方言の場合とは異なり 方言では a
の の 落が 的なものとは言えないことなどから 本報告では 的に a a na

a を a a na a の わり語幹と え それぞれこの の で う。 
 また ではなく の した形 も多く れている。  

  a a u  i unu na a i u n a 「おまえはこの の まえを っているか。」  
 u o  e i a o  u a u a 「 は でかごをつくった。」 a u a  
 i o  u  n i u uo  a a i ha a i i i u i 「次 この を までかつ

いで行ってくれ。」 n i u u a  
 n i は にとりたてられると 音あるいは 合して n e ne の形で れる。  

    o ina a  a a  a i a ai 「沖縄にはめずらしい がある。」 
 u e nu u  a a a i u u a o u u i 「お いのときには あさ

までおどった。」  
 注 に同 。 
 数の も れていた。 方言などと同 く 注 a を a の わり

語幹と えるなら 以下は の となる。  
  a  ha e a i i i i 「おまえが 行け。」  

 で れている も られた。 
  i u o  e onu u u u u i  i i o 「いとこは 語の本が める。」 い

とこは 語の本 めるよ。  
 u は古 日本語の「ぞ」に する 。  
 でも されているが ここでは o a に代表させる。  
 また 方言と同 く 注 o a ではなく の した形 も られた。 

  i o  ɸu  n i u uo  a a i ha a ie  i e  u i u e e  u i 「次 この

を までかついで行ってくれ。」 n i u u a  
 u o  e e  a o  u a a u u a 「 は でかごをつくった。」 a u
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a  

 などでも されているが ここでは に代表させる。  
 以下の では の n i などではなく おそらく 代共 語の「とこ 」に

する形 とのく あわせが れている。 
  a a a a a o o a i i a a a  o i a i i o 「かあさ はあ

した東京 むすこに会いにいく。」かあさ はあした東京 むすこのとこ に

会いにいく よ 。 「データ集」 も同  
 以下の は 一 の目的をあらわす n i の のように われるが その語

幹 が 代日本語共 語からの であり なる類 によるものと言ってよいだ う。 
  a ano  i i a a i ai ono  i a 「かあさ は 場 い に行った。」 

 などでも されているが ここでは に代表させる。 
 なお 以外の形 で ・手 の があらわされている が られたが 以下

の の 者は 者は他の方言からの類 による一時的な だと える。 
  u  u a e  na a a o ina a e  n i e e e  o a 「この上 はこのまえ

沖縄で で った。」 
 o ina a a e  hun i i i u a u i o i i i a  ho nu u a a i  「沖縄には

で行くより 行機で行ったほうがいい。」 
 o a も されているが ここでは o a に代表させる。 
 注 に同 。 
 「う の いさ は もた こものまない。」の では 数あるいは「

の」に する形 の が れ 数形については できなかった「データ集」

。  
 注 に同 。  
 an i の他 以下のような形 も れた。 方言など 方言からの か。  

  a a ha e a  i i 「おまえが 行け。」 
 i  ha e  a a i ui 「う はおれがいく。」 

 
 


